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今月号のここがポイント！

本号では，機械学習による物性予測，乳分泌メカニズム，試験管内抗体作製にかかわ

る解説を掲載しました。

◎解説記事の 1 題目は，内殻電子励起分光法（XANES/ELNES）のスペクトル解析に機械

学習を利用した研究と，さらに，スペクトルから物質の構造や機能を直接定量化する

手法について紹介して頂きました。

◎ 2 題目は，近年注目されている“細胞農業”の一つである培養乳生産に関する話題で

す。培養乳が求められる理由や，培養乳生産に必要な 3 要素の生物学的な背景と乳分

泌を再現する方法を基礎研究の視点から解説して頂きました。

◎ 3 題目は，抗体創出技術「ADLib® システム」に関する話題です。超迅速な抗体取得と，

高効率な親和性成熟を特徴とした独自の試験管内抗体作製技術について，概要と実例

を紹介して頂きました。

いずれも興味深い内容となっております。是非，ご一読下さい。
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